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１ 総合情報館の概要 

（１） 設置の目的 

芳賀町総合情報館は、図書館・博物館・文書館の複合施設として、平成 20年 10月 3日

に開館した。芳賀町では、平成 4年、公民館図書室が芳賀町民会館内に開室されていた。

しかし、開架書架も満杯となり、閲覧コーナーの狭隘さ等図書室サービスを十分に展開

することは出来ず、平成 10年代に入り住民から図書館設置が要望され始めた。 

物館施設については、昭和 49年、旧南高根沢村役場庁舎を利用して郷土資料館が設置

された。この施設は、平成 12年、廃校となった与能小学校にその機能を移転し引続き運

営していたが、十分に活用されているとは言い難い状況だった。 

文書館は、芳賀町史編さん事業がそのきっかけである。平成 6 年度から本格的に開始

された事業が中盤に差し掛かった平成 10 年度の第五回芳賀町史編さん委員会において、

収集資料の保存活用について意見が出されたことをきっかけに、文書館構想が浮上した。

この頃より、編さん業務とともに、地方公文書館への視察や総務課所管であった町史編

さん室を教育委員会に所管変更するなど将来の文書館を見据えた活動が行なわれるよう

になった。 

以上のような図書室、郷土資料館、町史編さん室の状況があり、芳賀町の町創りに対す

る理念等が集約された結果、図書館・博物館・文書館の機能を複合した総合情報館構想へ

と結実した。 

そして、総合情報館は、町民と町が一体となって文化・地域・行政情報資源を収集活用

し、社会の急速な変化に十分対応できる、新たな地域創造を図る新世紀芳賀町の生涯学

習と文化活動の総合拠点とすることを目標とした。 

 

（２） 総合館としてのメリット 

規模の小さな単独館を別々に設置しても、いずれも不十分なものとなりがちである。

そのため、総合情報館は町民のニーズの変化や情報の高度化にも対応しやすく、一体的

に利用することでその利便性を高めることができるとし、機能の集約性をメリットとし

て掲げている。 

 

（３） 建物の概要（主な施設の面積） 

敷 地 面 積 4,146.74㎡ 普 通 収 蔵 庫 149.25㎡ 

建 築 面 積 2,411.33㎡ 特 別 収 蔵 庫 48.96㎡ 

延 床 面 積 2,959.34㎡ 地 域 資 料 庫 185.75㎡ 

図 書 館 963.66㎡ 体験学習室兼作業室 58.07㎡ 

展 示 室 1 99.05㎡ 多 目 的 室 88.45㎡ 

展 示 室 2 134.95㎡ 会 議 室 14.01㎡ 

構 造 規 模       ＲＣ造、一部Ｓ造、地上 2階 
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（４） 開館までの経過 

平成 15 年 6 月 27 日 第 1回総合情報館（仮称）設立構想専門委員会 

平成 15 年 8 月 5 日 第 1回総合情報館（仮称）設立構想懇談会開催 

平成 15 年 8 月 9 日 各種団体からの意見聴取 

平成 15 年 9 月 12 日 

13日 

専門委員会、懇談会合同研修会（茨城県八千代町、猿島町、三和

町） 

平成 16 年 3 月 8 日 専門委員会『芳賀町総合情報館（仮称）基本構想』提出 

平成 16 年 5 月 24 日 第 1回建設委員会開催 

平成 16 年 6 月 28 日 第 1回建設委員会専門部会開催 

平成 16 年 11 月 4 日 
建設委員会『（仮称）芳賀町総合情報館基本計画書』提出、第１回

プロポーザル審査委員会開催 

平成 16 年 11 月 10 日 基本設計に関するプロポーザル説明会（6社） 

平成 16 年 12 月 18 日 第 2回プロポーザル審査委員会開催、（株）日本設計の提案採用 

平成 16 年 12 月 28 日 （株）日本設計と基本設計の業務委託契約を締結 

平成 17 年 3 月 24 日 （株）日本設計より、基本設計図書納品 

平成 17 年 4 月 1 日 生涯学習課に総合情報館推進係設置 

平成 17 年 7 月 4 日 （株）日本設計と総合情報館実施設計業務委託契約締結 

平成 17 年 11 月 30 日 （株）日本設計より、総合情報館実施設計図書納品 

平成 18 年 3 月 18 日 総合情報館運営説明会開催 

平成 18 年 6 月 2 日 飛島建設（株）と総合情報館建設工事請負契約締結 

平成 18 年 9 月 20 日 基礎工事開始 

平成 19 年 9 月 28 日 飛島建設（株）より、建設工事完了届提出 

平成 19 年 12 月 21 日 愛称を「知恵の環館」に決定する 

平成 20 年 4 月 1 日 芳賀町総合情報館設置管理条例制定 

平成 20 年 7 月 20 日 総合情報館図書館プレオープン 

平成 20 年 10 月 3 日 総合情報館落成式 

 

（５） 平成 29年度の組織 

芳賀町教育委員会―生涯学習課―総合情報館係―図書館・博物館・文書館 

館長（生涯学習課長兼務） 1名 係長 1名 

主査 2名 図書館司書（嘱託員） 4名 

博物館学芸員（嘱託員） 1名 学校図書館司書（嘱託員） 4名 

臨時職員 1名   

計 14名 
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２ 図書館の統計と事業 

（１） 開館日と入館者数 

 平成 29年度 平成 28年度 前年度比 

開館日数 295日 297日 ▲２日 

入館者数 110,923名 113,000名 ▲2,077名 

1日平均入館者数 376名 380名 ▲４名 

17時以降入館者数 11,151名 12,057名 ▲906名 

17時以降平均入館者数 37名 40名 ▲３名 

 ※入館者数は入館カウンターによる延人数 

  

（２） 貸出利用者数と資料貸出数 

 平成 29年度 平成 28年度 前年度比 

貸出利用者数 34,162名 33,310名 852名 

町内貸出利用者数 16,289名 16,207名 82名 

貸出点数 151,521点 149,629点 1,892点 

町内貸出点数 69,388点 68,619点 769点 

1日平均貸出利用者数 115名 112名 3名 

1日平均貸出点数 513点 504点 9点 

 

（３） 新規登録者数 

 平成 29年度 平成 28年度 前年度比 

新規登録者数 654名 686名 ▲32名 

町内在住者新規登録者数 237名 235名 2名 

 

（４） 所蔵資料数（概要） 

 平成 29年度 平成 28年度 前年度比 

一般書 66,813冊 63,535冊 3,278冊 

児童書 19,418冊 18,777冊 641冊 

絵本 12,685冊 12,865冊 ▲180冊 

紙芝居 670冊 659冊 11冊 

雑誌 1,997冊 1,917冊 80冊 

地域資料 2,123冊 2,070冊 96冊 

VHS（ビデオテープ） 1,296点 1,296点 0点 

DVD 1,609点 1,490点 119点 

CD 2,277点 2,211点 66点 

合計（点） 109,180点 104,820点 4,045点 
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（５） 受入資料数と除籍資料数 

 平成 29年度 平成 28年度 前年度比 

受入資料数（寄贈資料を含む） 5,840点 5,840点 ▲42点 

受入新聞種数 11種 11種 － 

受入雑誌種数 96種 96種 8種 

除籍資料数（雑誌を含む） 1,323点 1,323点 101点 

 

（６） 各種サービス 

 平成 29年度 平成 28年度 前年度比 

インターネットコーナー利用者数 526名 552名 ▲26名 

視聴コーナー利用者数 1,091名 1,283名 ▲192名 

コピーサービス枚数 586枚 1,105枚 ▲519枚 

資料予約リクエスト数 5,273点 6,306点 ▲1,033点 

レファレンス件数 1,255件 1,034件 221件 

他館相互貸借資料数（貸出数） 664点 788点 ▲124点 

他館相互貸借資料数（借受数） 231点 205点 26点 

平成 29年 12月 8日から表のサービスの他新着メール配信サービス、ＭＹ本棚サービス、

スマートフォンサイトを開始した。 

 

（７） 団体貸出 

芳賀中学校 幼保連携型 認定ひばりこども園 

芳賀北小学校 みずはし保育園 

芳賀東小学校 祖母井保育園 

芳賀南小学校 認定こども園のぶ幼稚園 

子育て支援センターあっとほーむ 

学童保育（おひさま、なかよし、あおぞら）  

    定期的に以下の施設に児童書、絵本、紙芝居の団体貸出を行っている。 

 

（８） 図書館資料の特集展示 

利用者に図書に親しんでもらうため、館内に特集展示コーナーを設けている。常設と

して、「ＬＲＴ」、「福田たね・青木繁を知る」、「学校記念誌」、「学生支援」、「自動車」、「朝

ドラ・大河」、「健康情報」、「芳賀の農作物」等を設けている。月毎には、大人向け・子ど

も向けにテーマを決め、特集展示を行っている。また、博物館業務と連携し、展覧会の開

催期間中、その展示についての関連図書の特集展示を行っている。その他、社会で話題に

なっている事柄についての特集展示をその都度行った。今年度も子ども向けに町内学校

の夏休み・冬休み期間に合わせて対面朗読室内を装飾し、おばけのへや・クリスマスのへ

やなどを作り、関連本の特別展示を行った。また、おはなし室のガラス面を利用して水族

館のへやを作成し、おりがみの魚の折り方を案内して子どもたちの参加を促した。 
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（９） 図書館の催事 

１ 赤ちゃんタイム 

概  要 

毎週水曜日の午前中を「あかちゃんたいむ」と設定した。時間中は館内に音楽

を流し乳幼児の声が響かないよう配慮した。また、この時間帯は町内の保育

団体の団体利用も実施した。 

対 象 者 乳幼児とその保護者、町内の保育団体 

場  所 芳賀町総合情報館 

実 施 日 毎週水曜日 ９：３０～１２：００ 

団体利用 
水橋保育園 1月 17日（水）、南高ひばりこども園 9月 20日（水）、11月 29日

（水）、12月 13日（水）、2月 7日（水） 

 

２ えいごであそぼ！ 

概  要 「あかちゃんたいむ」中に町ＡＬＴによる英語の歌や手遊びなどを実施 

対 象 者 乳幼児とその保護者 

場  所 おはなし室 

実 施 日 毎週水曜日 9:45～ 

参加者数 663名（子どものみ） 

 

３ 図書館おはなし会 

概  要 
子どもが楽しんで読書に親しむ機会を提供するため、ボランティアの方々

（5名）の協力を仰ぎ、絵本や紙芝居の読み聞かせを実施した。 

対 象 者 乳幼児～小学校低学年とその保護者 

実 施 日 毎月第 3土曜日 午前 11時～30分程度 

実施回数 12回 

参加者数 141名 

 

４ ブックスタート事業 

概  要 

赤ちゃんとその保護者に、楽しく温かいひと時が持たれることを願い、絵

本を開く楽しい体験と一緒に、絵本を手渡す活動。芳賀町保健センターに

おいて、検診時に乳幼児に本を配布し読み聞かせを行う。 

実施回数 6回（5月・7月・9月・11月・1月・3月） 

対 象 者 10か月健診幼児 

配布者数 103名 

開催場所 芳賀町保健センター 

配布絵本 
まつおかたつひで 『ぴょーん』／エリック・カール『はらぺこあおむし』 

／柳原良平『ゆめにこにこ』 
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５ 夏休み情報館スタンプラリー 

概  要 
夏休み期間中、専用のスタンプカードを窓口で配布し、貸出１日１回につ

きスタンプを１個押印し、その個数により景品をプレゼントした。 

対 象 者 幼児～中学生 

実 施 日 平成 29年 7月 21日（金）～8月 31日（木） 

参加者数 211名 

 

６ １日司書にチャレンジ！ 

概  要 
図書館の利用促進を目的として、窓口業務、本の配架、フィルムコート貼

り付け作業等、簡単な図書館業務体験を行った。 

開催期間 平成 29年 7月 26日（水）～7月 28日（金） 

対 象 者 小学生 

参加者数 各日 4名 （合計 12名） 

 

７ おばけの部屋、おはなし室に水族館をつくろう 

概  要 
夏休みの利用促進を目的に、対面朗読室におばけの本の特集と飾り付け。

おはなし室に水族館の飾り付けをした。 

対 象 者 幼児～小学生 

実 施 日 平成 29年 7月 1日（土）～8月 31日（木） 

 

８ 理科の実験教室実験くん（新規） 

 

９ とちぎ子どもの未来創造大学 飛行機はなぜ飛ぶの 

 

 

 

 

 

概  要 
夏休み期間の利用促進を目的に、理科の実験教室を開催し、はずむシャボ

ン玉を子どもたちと作成した。 

対 象 者 小学生 

実 施 日 平成 29年 8月 19日（土） 

参加者数 18名 

概  要 
クイズ形式での質問や簡単な実験をとおして、飛行機が空を飛ぶ仕組みに

ついての理解を深めた。 

対 象 者 小学生 

実 施 日 平成 29年 8月 10日（木） 

参加者数 16名 
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１０ ダンディライオン「絵本の中からクッキング」でのブックトーク 

 

１１ 夏休み子ども映画会 

概  要 
所蔵の上映権付ＤＶＤ「劇場版ムーミン ムーミン谷のなつまつり」を多

目的室で上映した。 

対 象 者 幼児～小学生 

実 施 日 平成 29年 8月 26日（土） 

参加者数 11名 

 

１２ 私が恋した一冊！芳賀町総合情報館ＰＯＰ大賞（新規） 

概  要 
読書週間にあわせ、一般利用者にＰＯＰの作成、応募、投票をする参加型の

企画を実施した。 

対 象 者 中学生以上の一般利用者 

実 施 日 平成 29年 9月 20日から年 11月 18日まで 

参加者数 応募者１１名 投票者 30名 

 

１３ とちぎ子どもの未来創造大学 十二単と鎧を着てみよう 

 

１４ （共催）親子でめぐるはがまる絵本バスツアー 

概  要 
芳賀町の民話や絵本に親しむバスツアーを家庭教育オピニオンリーダー会

芳賀支部・県東親育ちスマイルネットとの共催で開催した。 

対 象 者 子どもとその保護者 

実 施 日 平成 29年 10月 27日（金） 

参加者数 12組 25名 

 

 

 

概  要 
ダンディライオン主催の「絵本の中からクッキング」に参加し、食べ物に関

する絵本で司書がブックトークを行った。 

対 象 者 学童保育、保護者 

実 施 日 
平成 29年 8月 17日（日） 

平成 30年 1月 25日（木） 

参加者数 73名（8月 54名、1月 18名） 

概  要 
十二単と鎧についての詳しい解説を受けた後、試着をして昔の生活につい

て理解を深めた。 

対 象 者 小学生 

実 施 日 平成 29年 10月 14日（土） 

参加者数 16名 
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１５ 読書ビンゴにチャレンジ！  

概 要 

図書館の資料分類法「日本十進分類法」をわかりやすく理解してもらえる

ようにビンゴゲームの形で開催した。分類ごとに本を借りて列を揃えるこ

とで景品をプレゼントした。 

対 象 者 幼児～中学生 

実 施 日 平成 29年 10月 9日（月）～11月 9日（木）読書週間期間を含む 1ヶ月 

参加者数 29名 

 

１６ 秋の映画会  

概  要 多目的室で所蔵の上映権付ＤＶＤ「劇場版猫侍南の島へ行く」を上映した。 

対 象 者 大人 

実 施 日 平成 29年 11月 19日（日） 

参加者数 ４名 

 

１７ 図書館寄席  

概  要 
情報館への来館を促すため、一般利用者を対象に「真岡落語研究会」に出演

を依頼し、多目的室で落語の「寄席」公演を開催した。 

対 象 者 小学校高学年～大人 

実 施 日 平成 29年 11月 26日（日） 

参加者数 23名 

 

１８ クリスマスの部屋 

概 要 

対面朗読室にクリスマスの装飾をほどこし、クリスマスの関連本特集をし

た。また、子どもへのクリスマスプレゼントとして、司書がそれぞれ子ども

におすすめする本を選書しセットにして、専用のバッグに入れて貸出した。 

対 象 者 幼児～中学生程度 

実 施 日 平成 29年 12月 8日（土）～12月 24日（日）休館日を除く 15日間 

用 意 数 60袋 

 

１９ スノードームをつくろう（新規） 

概 要 冬休みの親子の利用促進を目的に、スノードーム作り教室を開催した。 

対 象 者 小学生とその親 

実 施 日 平成 29年 12月 23日（土） 

参 加 者 26名（うち保護者 10名） 
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２１ 新春イベント 文星女子高校生によるパフォーマンス 

２０ 本の福袋を借りよう 

概  要 

普段本を手に取らないような人にも図書館の本に興味を持ってもらうきっ

かけとなるよう、お正月イベントとして司書がテーマ別に選書した本を表

紙、中身がわからないように紙袋に入れ、「福袋」として利用者へ貸出した。 

対 象 者 子ども～大人 

実 施 日 平成 30年 1月 4日（木）～無くなり次第終了 

用 意 数 48セット（未就学～小学校高学年 24セット、中学生～一般 24セット） 

 

２１ 新春イベント 文星 girlsプレゼンツ頌春～書道パフォーマンスと詩舞・剣舞～ 

概  要 
新春特別企画として、文星女子高等学校書道部の書道パフォーマンスと吟

詠剣詩部の詩舞、剣舞の披露を交流ラウンジで開催した。 

対 象 者 子ども～大人 

実 施 日 平成 30年 1月 13日（土） 

参加者数 55名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２ ぬいぐるみおとまりかい 

概  要 

お気に入りのぬいぐるみが図書館で本を読んだり、図書館の仕事をしたり

する様子を写真に収め、本や情報館に興味を持ってもらえるよう参加者に

対し持参したぬいぐるみのアルバムを作成した。 

翌日、参加者がぬいぐるみを引き取る際には、おはなし会も開催した。 

対 象 者 小学生（12歳以下） 

実 施 日 平成 30年 2月 9日（金）から 2月 10日（土）まで 

参加者数 おとまり会 5名、おはなし会 11名（内おとまり会参加者 5名） 

 

２３ サタデースクール 

概  要 
水橋分館で開催されているサタデースクールの「物語に出てくるおやつ作

り教室」に参加し、司書が読み聞かせ及びブックトークを行った。 

対 象 者 芳賀南小学校児童 

実 施 日 平成 30年 2月 10日（土） 

参加者数 26名 
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２５ 図書館まつり 

概  要 

情報館の認知度を高めると共に、多くの人に本の楽しさや魅力を知っても

う読書推進活動を目的にまつりを開催し、BOOKラリー、ワークショップ、

映画会、読み聞かせボランティアによるおはなし会等を行った。運営には

ジュニアリーダースクラブも参加した。また、町内各学校の図書館の取組

みを紹介するパネル展も行った。 

実 施 日 平成 30年 3月 10日（土）生涯学習まつりとの共催 

 

２６ 古雑誌チャリティー配布会 

概 要 

保存期限切れで除籍した雑誌を館内で配布し、利用者に提供した。図書館

まつりの一環として実施した。 

雑誌、１人 10冊まで 

開催期間 平成 30年 3月 10日（土）～無くなり次第終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          図書館まつりの様子 
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（１０） レファレンス 

利用者からの所蔵調査や様々な調べもの、資料に関すること等の問い合わせや相談を

随時窓口で受け付けている。町の歴史・文化等の問い合わせについては、文書館と連携し

文書館資料を提供する等している。 

 

（１１） 学校図書館との連携 

児童、生徒の読書活動を推進し、町内各学校と総合情報館との連携を強化するために、

学校図書館司書の所属を総合情報館係としている。学校図書館司書は、各学校図書館の

運営を行うとともに、土日祝日、夏休み、蔵書点検期間等は、総合情報館図書館の業務に

携わっている。 

 

（１２） 芳賀チャンネルＤＶＤの貸出 

芳賀チャンネルを視聴できない又は放送を見逃した利用者のために、芳賀チャンネル

の放送内容を収めたＤＶＤを作成し図書館で貸出を行っている。（町企画課との共同事業） 

 

（１３） 出張貸出 

来館困難な高齢者への読書支援として、町の高齢者福祉事業である「芳賀町いきがい

サロン」（八ツ木、東水沼サロン、水橋サロンに、職員が図書館の本を持って出向き、高

齢者に図書の出張貸出を行っている。（毎月第３火曜日、水曜日に開催している） 

 

（１４） 研修活動等  

職員の資質向上、他機関との情報交換等を目的として栃木県立図書館や栃木県央図書

館協議会主催の各種研修、会議等に参加した。 

 

（１５） 子ども読書活動推進計画 

平成 27 年 9 月から芳賀町子ども読書活動推進計画策定委員会を設置開催し、平成 28

年 3月、「第 3次芳賀町子ども読書活動推進計画」（平成 28年度～平成 31年度の 4か年）

を策定した。 

  

（１６） その他 

① 栃木県立図書館をはじめとする各機関からの業務照会事項に対応した。 

② 栃木県内の図書館との相互貸借業務を行った。 

③ 平成 29年 12月 1日（金）～12月 7日（木）までの 7日間、システムの入れ替え 

及び蔵書点検を実施した。 

④ 博物館の展示に合わせた本の特集を行った。 
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３ 博物館の統計と事業 

（１） 企画展・普及教育事業の開催 

 平成 29年度 平成 28年度 前年度比 

展示室観覧者数 16,275名 13,021名  3,254名 

企画展関連事業参加者数 77名 350名 
 ▼273名 

コンサート等多数が参加
する企画がなかったため 

収蔵庫見学者数 58名 301名 
▼243名 

10 月で終了したため 

 

① 企画展（4回）  

展覧会名 
栃木県立博物館地域移動博物館 

エビ・カニ・ヤドカリ～不思議な甲殻類の世界～ 

会 期 平成 29年 5月 20日（土）～7月 9日（日） 

観覧者数 2,984名 

展示概要 

 栃木県立博物館所蔵の貴重な資料を展示し、町の文化復興に寄与する目

的で、栃木県立博物館の移動博物館を、総合情報館開館以前より開催して

いる。特に、自然系の資料は、収蔵資料がないこと、専門学芸員のいない

ことから、県立博物館の移動博物館の存在は、重要である。 

 

展覧会名 空き箱が大変身!! パッケージクラフト展 

会 期 平成 29年 7月 22日（土）～9月 3日（日） 

観覧者数 4,991名 

展示概要 

夏休みの期間、親子で楽しめ子供達に博物館を身近に感じてもらう目的で、

パッケージクラフト展を開催した。パッケージクラフトとは市販のお菓子

や食品の派ケージデザインを活かしたペーパークラフトを言う。制作者の

高橋和真さんは、捨てられてしまうパッケージを再利用して作り上げるパ

ッケージクラフトを作り上げた。このクラフトを通して、想像力を育み、

環境問題を考えるきっかけともなり、また 2015年には、高橋さんが理事長

を務めるパッケージクラフト協会の活動がグッドデザイン賞を受賞してい

る。 

 

展覧会名 収蔵資料展 2018 唐桶溜の歴史と風景（展示室２） 

会 期 平成 30年 2月 10日（土）～3月 11日（日） 

観覧者数 1,446名 

展示概要 

唐桶溜は江戸時代に岡田宗山が農業用ため池として開発した歴史ある場所

として知られ、芳賀町の小学校の副読本にも取り上げられている。また、

平成 22年には農林水産省の「ため池百選」にも選ばれている。この企画展

では、唐桶溜の歴史紹介と共に、各地で写真指導を行っていた故鈴木正一

郎氏の写真作品《唐桶の詩》を展示した。 
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② 企画展・共催展関連事業 

事 業 名 地域移動博物館関連講座「エビ・カニ・ヤドカリのふしぎ」 

開 催 日 平成 29年 5月 28日（土）14:00～15:30 

講 師 南谷幸雄（栃木県立博物館研究員） 

参加者数 37名 

 

事 業 名 パッケージクラフト展関連ワークショップ「パッケージクラフトをつくろう！」 

開 催 日 平成 29年 7月 30日（日） ①10:00～ ②14:00～ 

講  師 高橋和真（一般社団法人 パッケージクラフト協会） 

参加者数 40名 

 

      

 

 

 

 

 

③ アンケート集計結果 

企画展の期間中、展示室出入り口付近にアンケート箱を設置し、アンケートを行った。 
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イ 企画展を知った手段（複数回答）

移動博物館関連講座「エビ・カニ・ヤドカリのふしぎ」 パッケージクラフト展関連ワークショップ 

満足度 ≒ 91．4％ 

（平成 28年度よりも 1.3％上昇） 

大変満足 72%

満足 17%

普通 6%

不満 1% 無回答 4%

ウ 入場者の満足度
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エ 自由回答欄から 

内容について 

・孫たちが大変よろこんだ。 ・生きているものがあると良かった。 

・すばらしいです。夏休みにぴったりです。 ・作ってみたくなった。 

・大人もワークショップに参加したいです。 

・今後も楽しみにしています。 

・子どもが興味をもつので、ひらがなのアンケートだと良い。 

展示への要望 

・子ども向けの昆虫、動物、植物など ・土器や古墳  ・水辺にいる魚 

・かわいい生き物、人気の生き物   ・宇宙の博覧会 

・刀や甲冑など歴史的価値のあるもの 

・絵本作家・画家の作品展（酒井駒子、いわさきちひろ、きたのじゅんこなど） 

・化石、昆虫、恐竜の骨、食虫植物、草花などの展覧会をしてほしい 

・キャラクターの展覧会をしてほしい 

 

④ 普通収蔵庫の収蔵庫内展示 

普通収蔵庫内において、考古資料・民俗資料を保管及展示し、小学校の調べ学習、宿題

等の活用に供していたが、平成 29 年 10 月から常設展示室を開始したため、収蔵庫内の

見学は終了した。 

平成 29年度の見学者は、他自治体の視察

の人数である。町民など一般人の見学希望

はなかった。 

 

 

 

⑤ 学校の団体利用への対応 

 ・小学校３年生社会科の単元名「昔の道具調べ」に合わせて常設展を行った。 

（展示室１・多目的室を利用） 

№ 学校名 期 日 人数 内 訳 

1 芳賀東小学校  平成 30年 1月 16日（火） 51 
3年生 45名  

引率者 3名 

2 市貝町立小貝小学校  平成 30年 1月 17日（水） 28 
3年生 26名  

引率者 2名 

3 市貝町立赤羽小学校 平成 30年 1月 19日（金） 56 

3年 1組 27名 

3年 2組 25名 

引率者 4名 

4 芳賀南小学校 平成 30年 1月 30日(火) 46 
3年生 43名  

引率者 3名 

5 芳賀北小学校 平成 30年 2月 1日(木） 40 
3年生 37名  

引率者 3名 

合計 221名（児童数 206名、引率者数 15名） 

見学者（自治体関係） 4組・58名 

一般他 なし 

計 58名 
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⑥ 職場体験学習等への対応 

№ 事業名 期  日 実施会場 人数 備 考 

1 
県立特別支援学校青葉学園

高等学校就業体験(9/12-22) 

9 月 15 日

（金） 
地域資料庫等 1 文書館と共に対応 

2 
芳賀中学校 マイチャレン

ジ（11/15-17） 

11月 16日

（木） 
地域資料庫等 3 文書館と共に対応 

計 4  

 

（２） 展示室等の貸出（7回） 

展示会名 期  間 観覧者数 

芳賀町写真クラブ 

あいらぶ写真展 合同展 
平成 29年 5月 2日（火）～12日（金） 379名 

第 5回 芳賀地区 

書道連盟会員展 
平成 29年 9月 14日（木）～18日（日） 392名 

第 24回  芳書会書展 平成 29年 10月 26日（木）～29日（日） 432名 

第 36回 芳賀町民祭 書道展 平成 29年 11月 3日（金）～ 5日（日） 301名 

第 23回 芳賀絵画教室作品展 平成 29年 12月 12日（火）～27日（水） 1,452名 

芳賀町美術展 平成 30年 1月 13日（金）～27日（土） 1,191名 

押し花・ポーセラーツ教室展 

（多目的室） 
平成 30年 2月 6日（火）～11日（日） 100名 

第 11 回 芳賀町書道連盟会員

展 
平成 30年 3月 17日（土）～25日（日） 404名 

 

（３） 資料の整理・管理等 

① 資料の整理・研究を随時行い、展示や普及教育などを通して町の財産である収蔵資

料に関する情報を町民に伝える。 

② 資料整理・研究を行うことによって、資料に関する問い合わせににも迅速に対応で

きるように勤めている。 

③ 情報館で資料を収蔵・展示する空間を整えるため、毛髪式温湿度記録計・パッシブイ

ンジケータ（酸用・アンモニア用）で環境調査を引き続き行い、状況に応じて温湿度の

設定の変更、収蔵庫内の空気の入れ替えなどをし、常に収蔵庫内の環境改善に努めた。 

④ 新収蔵資料及び、藁製の民具など虫害や黴害の心配がある資料は、文書館資料と共

に燻蒸し、収蔵庫に収蔵した。特に、与能の分館には貴重資料が残っているので、順次

燻蒸して収蔵庫に収蔵したい。 

⑤ 総合情報館は、開館時に全館燻蒸を行ったが、年数が経過することによって資料の

虫害・黴害が懸念される。博物資料は、永年保存する資料であるので、資料の保存、管

理のために、資料の燻蒸と共に、平成３０年度以降は、収蔵庫内及び、展示室内の専門

業者による防虫・防黴クリーニングを計画している。 
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（４） 資料の利用 

① 他機関への貸出 

出 展 先 栃木県立博物館 

貸出期間 平成 29年 10月 1日～平成 29年 9月 30日（平成 13年から継続） 

催 事 名 常設展 

貸出資料 
・免の内台遺跡出土 磨製石鏃（1点） 

・谷近台遺跡出土 有舌尖頭器（1点） 

② 出版掲載等 

出版掲載申請資料 利用先 

写真資料  

・旧足利銀行祖母井支店（1点） 

・自主消防隊又は消防芳賀分署写真（1点）   

・祖母井の街中を走る省営バス（１点） 

足利銀行芳賀支店  

芳賀支店開設 80周年記念で使用 

千が窪古墳 盾形埴輪（大）（1点） 

千が窪古墳 盾形埴輪（小）（1点） 

千が窪古墳 鞆形埴輪    （1点） 

壬生町図書館  

地域史料デジタル化のため 

金井台遺蹟 深鉢土器（1点） 下野新聞社真岡総局 新聞掲載のため 

芳志戸十三塚古墳 石製模造品（1点） 

上稲毛田台古墳 石製模造品（1点） 
佐久間正明  

かみつけの里博物館図録掲載 

③ 資料提供 

提供資料 利用先 

鈴木正一郎 唐桶の詩 ４点 東京都 関谷朝直  個人利用 

写真資料 千が窪古墳埴輪データ 秋元陽光(講座講師）情報館講座で使用  

④ 調査協力 

問い合わせ 利用者 

唐桶溜に関する問い合わせ  東京都 関谷朝直 個人利用 

岡田宗山に関する問い合わせおよび、調

査への同行（文書館と共同） 
佛教大学名誉教授（京都）植村善博 論文

掲載 

毘沙門堂の毘沙門天の調査への同行 
（文化振興係、栃木県立博物館 本田・深澤 

氏）報告書提出 2018/3/30 担当：文化

復興係 

⑤ 学芸員研究実績 

執筆・報告 執筆先 

祖母井城を中心とした中世宇都宮氏に

ついて紹介原稿を執筆、発表 

栃木県立博物館開館 35 周年記念特別企画

展 中世宇都宮氏」関連事業「史跡紹介」 

講    座 開催先 

「唐桶溜について」 
寿クラブ（水沼公民館）文書館と共同開催 

参加 40名 
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マイチャレ（芳賀中の職場体験）の様子 小学 3年生の校外学習（昔の道具調べ）の様子 

 

⑥ 平成 29年度新収蔵資料 

作者名 資料名 年代 材質 備考 

岩村秀巖 十二ヶ月風俗図 不詳 紙本着色 六曲一双 購入 

岩村秀巖 孔雀牡丹図 不詳 紙本着色 六曲一隻 購入 

岩村秀巖 ｲｻﾞﾅｷﾞｲｻﾞﾅﾐ図 不詳 紙本墨画淡彩 額装 購入 

岩村秀巖 山水図 不詳 紙本着色 額装 購入 

岩村秀巖 山水図 不詳 紙本着色 双幅 購入 

岩村秀巖 大黒図 不詳 紙本着色 軸装 購入 

岩村秀巖 恵比寿大黒図 不詳 紙本着色 軸装 購入 

岩村秀巖 大黒図 三方顔 不詳 紙本着色 軸装 購入 

岩村秀巖 恵比寿大黒図 不詳 紙本着色 軸装 購入 

岩村秀巖 不動明王図 不詳 紙本墨画に絹本着色貼付 軸装 購入 

岩村秀巖 秀巖合作 不詳 絹本着色 軸装 購入 

※寄託資料を購入（条件：展示の際は案内状を送付のこと） 

 

（５） その他  

①職場体験受入：図書館と共に 9 月は県立特別支援学校青葉学園高等学校の就業体験、

１１月は芳賀中学校マイチャレンジの職場体験を受け入れ、資料の計測、写真撮影、展

示室の整備など学芸業務に関係する内容を実施した。 

② 広報業務（芳賀チャンネル、広報誌、新聞等、ホームページ、チラシ等の作成） 

③ レファレンス業務 

・資料に関する問い合わせ（岡田宗山、考古資料、民具など） 

  ・資料管理・施設管理に関する問い合わせ（他の公共施設から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 文書館の統計と事業 

（１） 資料の移管・収集 

① 各課から保存期間満了文書の受け入れを行った。移管について、役場書庫において廃

棄前文書を確認選別する方式をとった。平成 29年度は 59点の資料を受け入れた。 

② 個人所蔵の資料について、93点の寄贈受入を行った。 
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（２） 資料の燻蒸処理 

 与能分館で保管していた古文書やマイクロフィルム等の燻蒸を行った。薬剤は、ア 

ルプ（酸化プロピレンとアルゴンの混合剤）を使用し、委託会社保有燻蒸施設に資料 

を引き渡して作業を行った。 

 

（３） 資料の利用と普及 

① レファレンス 

 芳賀町の歴史・文化に関する問い合わせに対応し、文書館資料等の提供を行ってい 

る。平成 29年度は、61件の問い合わせがあった。 

レファレンス事例 

質問 1 芳賀町合併当時、役場の課にはどのようなものがあったか。 

回答 

昭和 33年度「町政要覧」に行政機構の一覧の記載がある。 

当時は総務課、税務課、厚生課、経済課、土木課、他に出納室、南高出張所、

水橋出張所があった。 

質問 2 芳賀町の方言について知りたい。 

回答 
『ふるさとこぼれ話』の「方言・訛言葉」、『芳賀町の郷土誌』「南高根沢郷土

誌」の方言一覧を提供する。 

 

② 資料の閲覧申請件数 

 芳賀町史収集資料、公図等文書館資料の閲覧：8件 

③ 文書館講座 

芳賀町を中心とする地域の歴史に触れることにより、参加者の地域アイデンティテ 

ィを醸成するとともに、記録資料等の保存の大切さ等を学び、芳賀町総合情報館の開

設意義等を深めるために講座を開催した。 

平成 28年度は、芳賀町・芳賀郡の古墳時代をテーマに 2回の講座を開催した。 

第 1回 

テ ー マ 「古墳は何を語るのか―芳賀の古墳をめぐって―」 

開 催 日  平成 29年 11月 23日（木祝） 

講  師 秋元陽光氏（日本考古学協会・栃木県考古学会会員） 

参加者数 25名 

 

第 2回 

テ ー マ 「埴輪から何がわかるのか―芳賀の埴輪を中心として―」  

開 催 日 平成 29年 12月 16日（土） 

講  師 秋元陽光氏（日本考古学協会・栃木県考古学会会員） 

参加者数 21名 
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④ 国立国会図書館レファレンス協同データベースの活動 

 レファレンス協同データベースは、国立国会図書館が、全国の公立図書館等と協力 

で構築運営している検索サイトである。文書館には多種多様な問い合わせが来る。そ

れらに対して、どのような回答を行ったのか、平成 25年 12月 26日、芳賀町総合情報

館として登録し、様々な芳賀町に関する問い合わせとその回答を入力し、インターネ

ット上から自由に検索することができるようにした。 

 

⑤ 文書館の展示（企画展） 

 5 月 20 日から 7 月 9 日まで展示室 1 において、「航空写真で見る なつかしい芳賀

町の学校」と題して学校資料の展示を行った。 

 

  ⑥ 文書館の展示（常設展） 

博物館・文書館の収蔵資料を有効活用し、学校への協力と町の文化芸術の振興及び地 

域の活性化のため、10月 28日より展示室 1において常設展示を開始した。 

文書館資料の展示としては以下のものを行った。 

 「昔の算数」（10月 28日～12月 28日）  

 「昔の教科書」（3月 14日～4月 20日） 

 

 

５ 総合情報館の統計と事業 

（１） 総合情報館運営協議会 

 総合情報館の円滑な運営を図るために、芳賀町の各種団体の代表者、学識経験者の

（9名）で構成し、運営内容の検討等を行った。 

開催日 協議事項 

平成 29年 6月 16日（金） 

・委員委嘱、副会長選出 

・平成 28年度総合情報館事業報告について 

・平成 29年度総合情報館事業計画について 

・夏季期間の開館時間変更について 

平成 29年 11月 7日（火） 

・平成 29年度総合情報館上半期事業報告について 

・平成 30年度総合情報館事業計画について 

・県内図書館市町内外利用者調査について 

 

（２） 視察・施設見学 

 

受入日 視察・見学者 

平成 29年 9月 06日（水） 常陸大宮市立図書情報館協議会委員（14名） 

平成 29年 10月 26日（木） 鹿沼市立図書館協議会（12名） 

平成 29年 5月 26日（金） 芳賀東小第 2学年生活科学習施設見学（4名） 

平成 29年 11月 14日（金） 芳賀北小第 2学年生活科学習施設見学 

平成 29年 11月 30日（木） 芳賀地区各高等学校図書館担当教諭及び司書（12名） 
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（３） 職場体験受入 

① 栃木県立青葉高等学園就業体験 

概   要 
青葉高等学園の就業体験として、生徒の受入を行い、7 日間にわたり、図

書館業務を中心に情報館の業務体験を行った。 

対 象 者 青葉高等学園生徒 

実 施 日 平成 29年 9月 12日（火）～22日（金）の７日間 

受入人数 1名（女子生徒） 

② 芳賀中学校マイチャレンジ（職場体験） 

概   要 
芳賀中学校のマイチャレンジ推進事業として、生徒の受入を行い、3 日間

にわたり、図書館業務を中心に情報館の業務体験を行った。 

対 象 者 芳賀中学校生徒 

実 施 日 平成 29年 11月 15日（水）～17日（金）の 3日間 

受入人数 3名（女子生徒 3名） 

 

③ 市貝中学校社会体験活動（職場体験） 

概  要 
市貝中学校の職場体験として、生徒の受入を行い、3 日間にわたり、図書

館業務を中心に情報館の業務体験を行った。 

対 象 者 市貝中学校生徒 

実 施 日 平成 29年 6月 21日（水）～23日（金）の 3日間 

受入人数 2名（男子生徒 1名、女子生徒 1名） 

 

（４） 館内施設利用実績   

名称 利用件数 利用日数 利用人数 

多目的室 23件  31日  561日 

会議室  3件 5日 19名 

   ※申請書提出分の実績 

 

（５） 広報 

総合情報館の広報を目的として、平成 26年 9月から、広報紙「知恵の環館だより」を

発行した。平成 27 年度は第 6 号まで発行し、発行月の「広報はが」とともに配布した。 

平成 28 年度から、イベント情報を含め毎月の「広報はが」内に「知恵の環館だより」

としてページを確保し発行した。芳賀町ホームページ内の情報館コーナーにおいて、お

知らせ、イベント情報のリンクを作成し今まで埋もれがちだったイベント情報について

分かりやすくした。 

平成 29 年度から、町ケーブルテレビ芳賀チャンネルにおいても「知恵の環館だより」 

  の放送を開始し、広報誌やホームページで伝え切れない内容についても幅広く周知し

た。 
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（６） 過年度からの主な利用実績の累計（人） 

 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 

開館日数 212 289 284 295 292 297 

1 図書館入館者数 77,083 91,928 92,225 100,861 98,494 103,815 

2 展示室観覧者数 6,237 10,244 12,004 16,379 12,237 13,503 

3 収蔵庫観覧者数 567 274 336 411 283 376 

4 多目的室等利用者数 184 277 182 242 284 411 

5 文書館講座参加者数 108 79 103 40 73 39 

6 博物館事業参加者数 152 51 101 199 94 315 

合計 84,331 102,853 104,951 118,132 111,465 118,459 

累積数 84,331 187,184 292,135 410,267 521,732 640,191 

                      

 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 

開館日数 297 301 297 295 

1 図書館入館者数 108,539 111,967 113,000 110,923 

2 展示室観覧者数 9,730 14,944 12,468 16,275 

3 収蔵庫観覧者数 310 241 297 58 

4 多目的室等利用者数 896 399 716 600 

5 文書館講座参加者数 63 112 69 46 

6 博物館事業参加者数 142 282 350 342 

合計 119,680 127,945 126,900 128,244 

累積数 759,871 887,816 1,014,716 1,142,960 
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芳賀町総合情報館（知恵の環館） 

〒321-3307 

栃木県芳賀郡芳賀町祖母井南一丁目１番地１ 

TEL： 028-677-2525 

FAX： 028-677-2886 

E-MAIL： johokan@town.haga.tochigi.jp 

HP： http://www.town.haga.tochigi.jp/ 

発行日： 平成 30 年 6 月 1 日 

発 行： 芳賀町生涯学習課 総合情報館係 


